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在
地
領
主
制
と
公
文
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
国
和
佐
荘
の
研
究
1
並
木
優
記
在地領主制と公文職
は
じ
め
に
　
和
歌
山
市
歓
喜
寺
に
残
さ
れ
た
紀
伊
国
和
佐
荘
関
係
の
史
料
は
そ
の
豊
富
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
さ
と
著
名
さ
に
比
較
す
れ
ば
、
体
系
的
研
究
に
乏
し
く
、
そ
の
た
め
に
従
来
当
文
書
を
使
用
し
た
研
究
に
お
い
て
も
個
々
の
史
料
を
正
当
に
評
価
し
て
用
い
た
か
疑
問
で
あ
る
点
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
長
い
間
史
料
の
総
合
的
整
理
・
調
査
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
年
薗
田
香
融
氏
に
よ
っ
て
整
理
が
進
め
ら
れ
て
「
関
西
大
堂
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
五
・
紀
伊
国
和
佐
荘
「
歓
喜
寺
文
書
』
」
と
し
て
出
版
さ
れ
る
に
至
り
、
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
亘
る
一
八
九
通
の
文
書
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
、
当
寺
所
蔵
文
書
群
の
も
つ
内
容
の
豊
富
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
・
総
　
と
こ
ろ
で
、
当
荘
に
お
け
る
在
地
領
主
制
関
係
の
史
料
を
散
見
す
る
時
、
そ
の
中
に
は
領
主
制
研
究
上
極
め
て
興
味
深
い
も
の
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
従
来
も
著
名
な
嘉
暦
二
（
＝
二
二
七
）
年
領
家
と
下
司
・
公
文
と
の
間
で
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
り
交
わ
さ
れ
た
和
与
状
に
つ
い
て
様
々
の
考
察
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
今
こ
れ
ら
の
研
究
を
読
む
時
、
訂
正
す
べ
き
点
や
付
加
す
べ
き
点
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
現
在
の
荘
園
研
究
の
動
向
は
十
一
世
紀
以
後
形
成
さ
れ
る
荘
園
制
・
領
主
制
・
中
世
村
落
三
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
中
世
社
会
構
造
そ
の
も
の
の
解
明
に
視
点
が
向
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
も
つ
公
的
な
側
面
（
1
1
荘
園
制
的
職
体
系
）
と
の
関
係
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
感
が
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
の
三
者
の
も
つ
実
体
的
側
面
と
公
的
側
面
と
し
て
の
「
職
」
の
間
に
存
在
す
る
較
差
に
こ
そ
当
面
す
る
社
会
矛
盾
と
歴
史
発
展
の
方
向
性
が
存
し
た
の
で
あ
っ
て
、
当
寺
所
蔵
文
書
群
の
中
に
は
そ
の
点
に
つ
い
て
の
示
唆
的
史
料
も
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
中
世
史
を
総
体
的
に
把
握
す
べ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
現
在
、
個
別
荘
園
研
究
が
如
何
程
の
意
義
を
も
ち
う
る
か
一
抹
の
危
惧
が
な
い
で
は
な
い
が
、
一
方
に
過
去
の
研
究
に
対
す
る
疑
問
の
提
出
の
重
要
さ
と
、
他
方
に
そ
れ
ら
の
疑
問
点
に
関
す
る
再
考
を
通
し
て
現
段
階
の
領
主
制
・
村
落
史
研
究
に
関
す
る
新
た
な
問
題
点
の
提
出
と
そ
の
解
明
へ
の
端
緒
が
存
在
す
る
と
考
1
え
、
以
上
の
点
か
ら
本
稿
で
は
鎌
倉
末
・
当
荘
に
お
け
る
在
地
領
主
制
の
構
造
に
視
点
を
合
せ
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
傘
）
一、
a
佐
荘
と
そ
の
領
有
関
係
　
和
佐
荘
は
紀
伊
国
海
草
郡
・
現
在
の
和
歌
山
市
の
東
部
、
紀
ノ
川
南
岸
に
位
置
し
た
荘
園
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
紀
ノ
川
と
宮
井
川
に
囲
ま
れ
た
あ
た
り
に
現
在
も
和
佐
の
地
名
が
残
り
、
そ
の
東
側
の
丘
麓
に
歓
喜
寺
が
存
在
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
当
荘
の
領
有
関
係
は
変
遷
を
重
ね
る
結
果
複
雑
を
極
め
る
が
、
詳
細
は
薗
田
氏
の
解
施
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
本
稿
に
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
だ
け
の
記
述
に
留
め
る
こ
と
に
す
る
。
　
当
荘
の
領
有
関
係
に
つ
い
て
は
康
永
二
（
一
三
四
三
）
年
三
月
四
日
付
「
歓
喜
寺
相
伝
系
図
並
住
持
次
鱈
）
」
に
そ
の
変
遷
が
略
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
は
現
存
文
書
と
の
間
に
多
少
の
矛
盾
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
信
用
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
建
武
五
（
＝
三
二
八
）
年
六
月
五
日
付
「
光
厳
院
々
宣
」
と
こ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
永
五
（
一
二
六
八
）
年
十
一
月
二
十
六
得
「
後
鳥
羽
院
姫
宮
譲
状
」
の
二
通
の
史
襲
参
考
に
鎌
倉
期
の
領
有
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
く
。
　
　
　
後
鳥
羽
院
姫
宮
被
レ
進
二
四
辻
宮
一
御
譲
案
　
　
臥
覗
細
岬
棟
誕
か
庄
ハ
た
い
の
御
か
た
こ
れ
へ
（
傭
ッ
り
て
さ
ふ
ら
ふ
を
　
　
胎
諺
誰
み
や
へ
ゆ
つ
り
ま
い
ら
せ
候
た
し
か
な
る
と
こ
ろ
に
て
　
　
さ
ふ
ら
ふ
。
　
（
以
下
略
）
文
永
五
ね
ん
十
一
月
廿
六
日
在
判
　
　
紀
伊
国
和
佐
庄
任
二
達
智
門
院
御
去
状
一
、
早
可
下
令
二
知
行
領
掌
一
給
上
　
　
之
由
、
院
御
気
色
所
レ
侯
也
、
例
執
達
如
件
、
　
　
　
　
建
武
五
年
六
月
五
日
　
　
按
察
使
在
判
　
　
　
内
大
臣
法
院
御
房
　
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
「
た
い
の
御
か
た
」
か
ら
和
佐
荘
を
譲
与
さ
れ
た
「
後
鳥
羽
院
姫
宮
」
が
、
文
永
五
年
さ
ら
に
当
荘
を
「
内
裏
の
姫
宮
1
1
四
辻
宮
」
に
譲
与
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
建
武
五
年
に
達
智
門
院
が
四
辻
宮
に
対
す
る
後
鳥
羽
院
姫
宮
の
譲
状
案
を
付
し
て
内
大
臣
法
印
御
房
に
去
状
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
荘
領
有
権
は
こ
の
間
に
四
辻
宮
か
ら
達
智
門
院
に
伝
領
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
う
ち
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
具
体
的
に
経
歴
が
分
る
の
は
後
宇
多
院
の
皇
女
で
あ
る
達
智
門
院
だ
け
で
あ
る
。
但
し
、
前
掲
の
「
歓
喜
寺
相
伝
系
図
」
に
対
比
す
る
と
四
辻
宮
は
後
四
辻
宮
に
相
当
し
、
亀
山
法
皇
の
皇
女
で
後
鳥
羽
院
姫
宮
の
養
女
で
あ
っ
た
と
い
う
。さ
て
・
文
永
五
年
正
月
日
付
「
警
寺
長
老
恵
鏡
譲
状
熟
己
に
よ
る
と
「
一
、
長
日
光
明
真
言
護
摩
者
、
奉
為
　
後
鳥
羽
法
皇
御
菩
提
一
、
為
西
辻
殿
　
宮
御
所
御
沙
汰
一
、
以
二
紀
伊
国
和
佐
庄
下
村
南
村
両
郷
一
為
二
別
納
地
一
、
免
庄
役
一
在
二
御
施
入
一
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
四
辻
殿
が
後
鳥
羽
院
姫
宮
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
か
ら
、
当
然
「
宮
御
所
」
は
「
た
い
の
御
方
」
に
相
当
す
る
と
見
て
誤
り
な
く
、
ま
た
、
「
歓
喜
寺
相
伝
系
図
」
に
比
定
す
れ
ば
「
大
宮
局
」
に
相
当
す
る
。
こ
の
人
は
「
相
伝
系
図
」
2
在地領主制と公文職
の
註
記
に
「
後
鳥
羽
院
御
思
人
、
冷
泉
局
息
女
」
と
あ
る
が
、
こ
の
記
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
は
他
の
史
料
か
ら
見
て
信
悪
性
が
高
く
、
当
荘
内
下
・
南
両
村
は
「
大
宮
局
」
か
ら
後
鳥
羽
院
菩
提
の
た
め
に
歓
喜
寺
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
時
期
は
嘉
元
元
（
＝
二
〇
三
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
十
月
日
付
「
下
村
南
村
文
書
等
紛
失
状
」
に
よ
っ
て
文
永
元
（
一
二
六
四
）
年
三
月
二
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
こ
ろ
で
・
元
応
二
（
＝
三
〇
）
年
±
月
日
付
「
領
家
藤
原
寄
灘
」
に
は
「
本
家
達
智
門
院
」
と
あ
る
か
ら
、
た
い
の
御
方
か
ら
達
智
門
院
に
ま
で
伝
領
さ
れ
た
の
が
本
家
職
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
当
荘
に
は
別
に
領
家
が
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
「
領
家
藤
原
某
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
荘
務
権
の
所
在
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
本
家
・
領
家
及
び
た
い
の
御
方
か
ら
下
・
南
両
村
を
施
入
さ
れ
た
歓
喜
寺
と
の
関
係
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
正
応
年
間
（
＝
一
八
八
－
九
三
）
に
な
っ
て
本
家
四
辻
宮
と
歓
喜
寺
と
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
間
で
当
荘
下
・
南
両
村
の
年
貢
・
所
務
に
関
し
て
相
論
が
起
き
、
結
局
は
歓
喜
寺
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
当
荘
下
司
と
考
え
ら
れ
る
大
伴
重
実
が
次
の
よ
う
な
請
文
を
寺
側
に
提
出
し
て
い
る
。
　
　
紀
伊
国
和
佐
庄
内
歓
喜
寺
御
領
、
下
村
南
村
御
年
貢
以
下
領
家
御
分
所
　
　
務
事
、
於
二
向
後
看
、
縦
錐
禄
下
二
四
辻
殿
　
宮
令
旨
F
、
否
可
・
成
レ
　
　
妨
候
、
且
就
三
ハ
波
羅
殿
召
文
一
、
申
λ
此
子
細
於
奉
行
所
一
候
畢
、
向
　
　
後
若
背
二
此
状
一
候
者
、
重
被
レ
訴
二
申
武
家
一
可
・
被
レ
処
二
罪
昼
候
、
働
請
　
　
文
如
件
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）
　
　
　
　
正
応
三
年
十
月
五
日
　
　
大
伴
重
実
（
花
押
）
す
な
わ
ち
、
下
・
南
両
村
は
前
述
し
た
よ
う
に
後
鳥
羽
院
菩
提
の
た
め
別
納
地
と
し
て
歓
喜
寺
に
施
入
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
当
寺
は
領
家
と
し
て
両
村
に
そ
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
が
、
こ
の
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
に
な
っ
て
両
村
に
対
す
る
荘
務
権
ま
で
も
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
荘
に
関
し
て
具
体
的
に
そ
の
内
容
が
知
れ
る
の
は
歓
喜
寺
に
荘
務
権
が
帰
し
た
下
・
南
両
村
の
み
で
あ
る
か
ら
以
下
の
考
察
の
対
象
地
に
な
る
の
は
当
然
こ
の
両
村
に
限
ら
れ
る
。
　
歓
喜
寺
は
も
と
洛
中
四
辻
の
北
・
御
霊
社
の
南
に
存
し
た
蓮
光
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
後
鳥
羽
院
の
菩
提
所
と
し
て
当
寺
内
に
護
摩
堂
を
建
立
し
て
そ
の
供
養
料
と
し
て
二
村
が
寄
進
さ
れ
た
時
か
ら
蓮
光
寺
は
歓
喜
寺
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
撃
　
な
お
、
竹
内
理
三
氏
編
『
荘
園
分
布
図
』
で
は
当
荘
に
つ
い
て
奈
良
・
平
安
期
の
荘
園
・
領
家
金
峰
山
と
略
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
伊
太
祁
曽
神
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
文
書
久
安
四
（
＝
四
八
）
年
十
月
日
付
「
同
社
紀
伊
国
神
楽
免
田
注
文
」
に
「
此
外
金
峰
山
御
領
（
中
略
）
和
佐
庄
渠
段
」
と
あ
る
の
を
根
拠
と
し
た
説
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
竹
内
氏
自
ら
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
室
町
時
代
の
偽
文
書
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
史
料
を
根
拠
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
荘
の
成
立
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
鎌
倉
期
に
立
荘
さ
れ
る
ま
で
国
衙
領
と
し
て
存
続
し
た
も
の
と
思
う
。
二
、
荘
の
成
立
と
開
発
領
主
和
佐
荘
の
成
立
事
情
と
寄
進
主
体
口
開
発
領
主
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
不
3
明
に
近
く
、
結
局
は
推
論
の
域
を
脱
け
出
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
藤
原
条
五
十
一
項
に
は
「
中
世
右
馬
允
藤
原
実
家
・
和
佐
荘
を
領
し
、
嘉
禄
年
中
大
納
言
坊
門
定
能
の
室
冷
泉
の
局
に
譲
り
、
局
・
又
之
を
其
の
女
大
宮
司
に
譲
る
時
、
下
村
・
南
村
を
歓
喜
寺
に
寄
せ
和
佐
又
次
郎
実
村
を
以
っ
て
地
頭
と
為
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
根
拠
．
と
な
っ
た
史
料
は
、
一
つ
は
前
掲
の
「
歓
喜
寺
相
伝
系
図
」
の
う
ち
「
冷
泉
局
」
の
註
記
に
あ
る
「
右
馬
允
藤
原
実
家
相
伝
私
領
也
、
而
有
二
子
細
｝
寄
二
進
之
｝
」
と
い
う
記
事
と
、
　
も
う
一
つ
は
薗
田
氏
編
の
史
料
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
嘉
暦
三
（
一
二
二
七
）
年
八
月
十
八
日
付
「
下
司
左
馬
允
藤
曾
）
原
」
の
寄
進
状
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
今
こ
の
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
こ
の
説
に
は
多
く
の
矛
盾
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
そ
の
第
一
は
藤
原
実
家
が
当
荘
を
冷
泉
局
に
寄
進
し
た
と
言
わ
れ
る
嘉
禄
年
中
は
、
嘉
暦
二
（
＝
二
二
七
）
年
に
領
家
と
和
与
を
行
な
．
炉
酬
司
智
性
・
大
伴
実
持
・
公
文
大
伴
実
員
等
の
先
祖
が
「
為
二
根
本
開
発
領
主
一
」
と
し
て
関
東
下
文
・
六
波
羅
施
行
状
を
賜
っ
た
と
称
し
て
い
る
時
に
当
る
。
こ
の
主
張
の
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
和
与
状
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
信
頼
す
る
に
足
る
史
料
と
考
え
ら
れ
、
更
に
和
与
状
が
法
定
文
書
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
内
容
的
に
も
信
愚
性
は
高
く
、
こ
の
点
か
ら
嘉
禄
年
間
に
当
荘
内
に
大
伴
一
族
以
外
の
囲
発
領
主
の
存
在
は
考
え
難
い
。
更
に
、
第
二
点
は
「
和
佐
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
次
郎
実
村
」
は
建
武
五
（
｝
三
三
八
）
年
四
月
五
日
付
「
田
地
寄
進
状
」
に
「
右
件
水
田
者
、
和
佐
庄
南
方
下
司
名
田
也
、
而
為
レ
奉
レ
訪
三
親
父
智
性
菩
提
一
、
限
二
永
代
一
所
レ
奉
・
寄
二
進
薬
徳
寺
一
也
」
と
あ
っ
て
、
前
述
の
下
司
智
性
の
息
男
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
年
代
的
に
も
合
致
せ
ず
、
こ
の
点
で
も
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
の
説
は
誤
記
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
第
三
に
は
嘉
禄
三
年
の
「
下
司
左
馬
允
藤
原
寄
進
状
」
は
形
式
・
文
言
と
も
疑
わ
し
く
偽
文
書
と
考
え
ら
れ
、
薗
田
氏
も
当
史
料
集
に
は
収
録
を
控
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
書
を
根
拠
と
す
る
わ
け
に
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
　
以
上
か
ら
開
発
領
主
藤
原
実
家
説
は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
薗
田
氏
の
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
鎌
倉
以
後
史
料
上
煩
珀
に
登
場
す
る
和
佐
氏
の
祖
に
当
り
、
古
代
以
来
当
国
に
蟻
鋸
し
た
名
族
大
伴
氏
の
｝
流
が
在
地
領
主
化
し
、
当
荘
の
寄
進
主
体
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
当
な
説
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
寄
進
・
立
荘
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
　
　
　
　
（
2
）
「
相
伝
系
図
」
に
冷
泉
局
ー
前
述
の
た
い
の
御
万
（
大
宮
局
）
の
母
ー
の
時
に
寄
進
関
係
が
成
立
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
「
相
伝
系
図
」
の
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
康
永
二
（
＝
二
四
三
）
年
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
こ
の
説
の
信
頼
性
が
窺
わ
れ
、
こ
の
点
で
は
「
相
伝
系
図
」
の
記
事
も
興
味
深
い
。
　
さ
て
次
に
は
当
寺
史
料
の
中
か
ら
大
伴
一
族
を
検
出
し
、
簡
単
に
次
章
以
後
の
前
提
と
し
て
当
氏
の
在
地
領
主
制
の
在
り
方
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
　
ま
ず
、
前
述
し
た
本
家
四
辻
殿
と
領
家
歓
喜
寺
と
の
両
村
荘
務
権
に
関
す
る
相
論
の
起
き
た
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
に
大
伴
重
実
・
木
工
権
助
範
実
　
　
　
　
　
（
田
）
の
二
人
が
請
文
を
提
出
し
て
在
地
領
主
大
伴
氏
の
存
在
を
知
ら
せ
る
が
、
そ
の
後
は
嘉
暦
二
（
＝
二
二
七
）
年
に
領
家
と
和
与
を
行
な
う
下
司
智
性
（
本
名
恵
性
）
が
、
文
保
二
（
＝
一
＝
八
）
年
に
荘
内
薬
徳
寺
の
別
当
職
を
空
観
4
在地領主制と公文職
　
　
（
忽
．
）
に
譲
与
す
る
ま
で
大
伴
氏
の
動
静
は
史
料
上
全
く
不
明
と
な
る
。
そ
し
て
、
嘉
暦
二
年
に
な
っ
て
「
下
村
下
司
孫
太
郎
入
道
智
性
」
・
「
下
村
公
文
雅
楽
允
実
員
」
・
「
当
荘
三
分
一
下
司
助
太
郎
実
持
」
の
三
名
が
領
家
方
雑
掌
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）
個
別
に
和
与
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
和
与
に
つ
い
て
は
次
章
以
後
に
譲
る
が
、
こ
の
三
名
が
大
伴
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
他
の
史
料
か
ら
明
白
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
る
。
こ
の
他
、
文
保
二
年
の
史
料
に
見
え
る
大
伴
良
実
、
元
亨
三
（
＝
二
二
　
　
　
　
　
　
　
　
（
汐
）
三
）
年
の
大
伴
乙
猿
丸
、
更
に
元
亨
二
（
＝
二
一
＝
一
）
年
以
後
、
大
伴
氏
の
菩
提
寺
薬
徳
寺
に
対
す
る
寄
進
を
し
ば
し
ば
行
な
う
沙
弥
如
性
も
惣
追
捕
使
（
弩
職
を
帯
し
ゃ
は
り
大
伴
一
族
と
見
て
誤
り
な
い
。
　
以
上
が
鎌
倉
期
の
史
料
に
見
ら
れ
る
大
伴
一
族
と
思
わ
れ
る
人
々
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
各
々
の
血
縁
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
嘉
暦
二
年
に
和
与
を
行
っ
た
前
記
の
三
名
は
、
そ
の
時
の
和
与
状
に
よ
る
と
嘉
禄
年
間
よ
り
各
々
根
本
領
主
と
し
て
、
個
々
に
関
東
下
文
を
受
け
当
地
を
知
行
す
る
独
立
の
関
東
御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
一
般
的
に
鎌
倉
時
代
の
在
地
領
主
は
惣
領
制
的
分
割
に
よ
っ
て
所
領
を
分
割
譲
与
し
て
い
く
の
を
通
例
と
し
た
が
、
関
東
下
文
を
賜
り
御
家
人
の
地
位
に
列
し
た
の
は
惣
領
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
伴
一
族
が
各
々
独
立
し
た
関
東
御
家
人
で
、
在
地
支
配
に
お
い
て
も
個
々
に
領
家
と
収
取
契
約
を
結
び
和
与
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
大
伴
氏
に
お
い
て
は
惣
領
権
自
体
が
分
割
譲
与
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
大
伴
氏
は
下
司
職
・
公
文
職
と
い
っ
た
在
地
荘
官
職
を
兼
帯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
在
地
に
臨
ん
で
い
た
が
、
こ
の
う
ら
公
文
職
が
一
般
に
領
家
進
止
の
荘
官
職
で
あ
り
、
こ
の
進
止
権
を
め
ぐ
っ
て
鎌
倉
時
代
中
期
以
後
領
家
と
地
頭
の
相
論
が
頻
発
す
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
当
荘
で
は
す
で
に
嘉
禄
年
間
に
は
大
伴
氏
の
進
止
下
に
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
に
大
伴
氏
領
主
制
の
強
さ
を
見
る
が
、
更
に
鎌
倉
末
に
向
っ
て
彼
ら
は
様
々
な
立
場
か
ら
領
主
制
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
以
上
の
如
く
概
観
し
う
る
大
伴
氏
領
主
制
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
て
成
立
し
て
い
た
か
と
い
う
点
に
視
点
を
合
せ
、
嘉
暦
二
年
の
和
与
状
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
三
、
嘉
暦
の
和
与
ー
下
司
の
場
合
1
　
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
一
般
的
に
荘
園
領
主
と
在
地
領
王
と
の
間
に
荘
園
支
配
を
め
ぐ
っ
て
起
る
相
論
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
当
荘
に
お
い
て
も
け
っ
し
て
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
当
荘
下
・
南
両
村
領
家
歓
喜
寺
は
乾
元
二
（
＝
二
〇
三
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
に
至
っ
て
、
当
寺
住
侶
慈
道
に
よ
っ
て
大
和
橘
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
寄
進
の
原
因
に
は
、
正
応
年
間
よ
り
起
き
た
本
家
と
の
荘
務
権
を
め
ぐ
る
紛
争
、
ま
た
、
在
地
領
主
大
伴
氏
が
前
述
し
た
よ
う
に
荘
官
諸
職
を
占
し
、
更
に
本
家
・
領
家
の
紛
争
を
巧
み
に
利
用
し
つ
っ
領
主
制
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
結
果
的
に
所
領
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
「
上
宮
太
子
之
草
創
、
仏
法
根
本
之
霊
場
」
と
し
て
の
寺
格
と
、
地
理
的
に
も
当
荘
に
近
い
橘
寺
に
寄
進
し
て
肋
領
回
復
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
こ
の
時
の
寄
進
は
橘
寺
長
老
了
達
上
人
が
「
撰
二
整
寺
領
文
書
一
」
っ
て
い
る
こ
と
、
元
享
二
（
一
三
二
二
）
年
了
達
上
人
に
対
す
る
「
後
宇
多
院
々
宣
愈
）
」
に
、
5
　
　
御
祈
願
所
新
御
霊
歓
喜
寺
間
事
、
任
二
弘
安
之
例
一
、
停
一
止
山
門
末
　
　
寺
之
号
一
、
向
後
不
レ
可
レ
有
；
其
縮
一
之
由
、
学
頭
隆
清
法
印
等
進
二
連
　
　
署
状
一
奉
聞
候
了
、
和
与
之
上
労
無
二
子
細
一
、
早
任
二
先
度
院
宣
一
、
　
　
取
二
渡
橘
寺
一
致
一
興
隆
一
、
殊
可
レ
抽
二
御
祈
祷
忠
一
之
由
、
院
宣
如
レ
　
　
此
、
侃
執
達
如
件
、
　
　
　
（
以
下
略
）
と
あ
り
、
こ
の
寄
進
が
単
な
る
本
家
・
領
家
の
関
係
を
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
歓
喜
寺
側
が
そ
の
名
跡
と
寺
領
経
営
を
完
全
に
断
念
し
、
名
跡
．
荘
務
権
全
て
を
橘
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
理
由
は
、
当
寺
が
後
鳥
羽
院
の
菩
提
供
養
を
使
命
と
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
文
永
五
（
一
二
六
八
）
年
歓
喜
寺
長
老
恵
鏡
が
そ
の
名
跡
を
弟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詑
）
子
大
鍛
に
譲
る
際
の
譲
状
に
も
「
殊
奉
二
為
　
後
鳥
羽
法
皇
菩
提
一
、
所
レ
始
ゴ
行
長
日
光
明
真
言
護
摩
行
法
至
不
レ
可
・
有
二
解
怠
一
、
当
時
眼
目
唯
在
二
此
事
一
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
如
何
に
こ
の
こ
と
が
重
大
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
分
る
。
更
に
、
当
荘
内
下
・
南
両
村
は
こ
の
た
め
の
布
施
料
と
し
て
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
名
跡
と
と
も
に
寺
領
ま
で
が
橘
寺
に
寄
進
さ
れ
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
名
跡
を
引
き
継
い
だ
橘
寺
に
お
い
て
も
、
後
鳥
羽
院
菩
提
供
養
が
そ
の
重
要
な
眼
目
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
嘉
暦
二
（
＝
二
二
七
）
年
に
至
っ
て
橘
寺
は
そ
の
料
所
和
佐
荘
内
両
村
復
活
の
た
め
在
地
領
主
大
伴
氏
と
の
間
で
和
与
を
行
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
時
の
和
与
の
内
容
は
そ
の
際
領
家
・
大
伴
氏
両
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
和
与
穐
よ
っ
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
が
・
こ
の
時
・
和
与
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
下
村
の
み
で
あ
っ
て
、
南
村
に
関
し
て
は
如
何
な
る
処
置
が
と
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
し
た
如
く
当
村
の
所
務
に
関
し
て
三
名
の
在
地
領
主
が
別
個
に
領
家
方
雑
掌
と
和
与
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
こ
の
三
名
の
在
地
領
主
が
各
々
如
何
な
る
形
で
下
村
に
領
主
権
を
確
立
し
て
い
た
か
と
い
う
点
に
留
意
し
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
く
。
な
お
、
こ
の
考
察
を
進
め
る
に
当
っ
て
、
当
面
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
同
一
所
領
に
対
し
て
、
同
　
内
容
の
領
主
権
は
重
複
し
て
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
三
名
の
在
地
領
主
は
領
主
権
の
内
容
か
、
領
主
権
の
及
ぶ
地
域
に
相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
上
の
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
ま
ず
下
司
智
性
と
領
家
雑
掌
と
の
和
与
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
が
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
言
え
ば
、
こ
の
場
合
、
領
主
支
配
の
根
元
（
職
の
内
容
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
で
あ
っ
て
、
事
実
と
し
て
の
収
取
．
権
利
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
除
外
す
る
。
　
こ
の
和
与
の
前
提
と
な
っ
た
下
司
智
性
と
雑
掌
道
覚
の
相
論
は
、
雑
掌
が
「
毎
年
抑
一
留
御
年
貢
令
レ
押
二
領
下
地
等
こ
と
智
性
を
訴
え
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
が
、
雑
草
の
こ
の
訴
え
は
大
伴
実
持
．
実
員
に
対
す
る
も
の
と
同
一
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
で
訴
陳
が
重
ね
ら
れ
、
嘉
暦
二
年
に
和
与
が
成
立
し
た
が
・
今
ど
の
和
与
馳
要
点
姦
粋
す
る
と
以
下
の
如
く
に
な
る
。
　
　
（
前
略
）
　
　
右
就
二
雑
掌
道
覚
訴
一
及
二
一
問
答
訴
陳
一
之
処
、
雑
掌
則
智
性
年
年
抑
二
　
　
留
御
年
貢
込
ア
押
一
領
下
地
筆
之
間
、
於
一
御
年
貢
一
者
、
先
被
レ
糺
二
　
　
返
之
「
、
至
一
下
地
以
下
所
務
一
者
、
為
二
本
所
御
進
止
一
上
者
、
可
レ
6
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被
二
返
付
一
之
由
、
訴
レ
之
、
智
性
亦
於
二
年
貢
一
者
、
年
年
令
レ
弁
二
償
之
一
、
帯
二
返
抄
等
一
上
者
、
未
進
有
無
遂
二
結
解
之
日
、
可
塾
η
二
露
顕
一
者
鰍
、
以
二
下
地
以
下
所
務
事
一
、
於
二
当
庄
一
者
、
為
二
根
本
開
発
領
主
子
孫
一
代
々
（
中
略
）
関
東
下
文
、
六
波
羅
施
行
状
、
同
直
御
教
書
等
、
連
連
干
五
コ
勤
二
仕
来
御
公
事
事
一
、
為
二
御
家
人
領
一
、
相
伝
所
職
田
畠
等
、
争
為
二
本
所
御
進
止
一
之
由
、
可
二
掠
申
一
哉
陳
レ
之
、
難
レ
然
為
レ
断
二
向
後
煩
一
、
以
二
和
与
之
儀
一
、
云
年
貢
云
下
地
以
下
所
務
条
条
止
二
相
論
一
、
当
村
下
司
職
夫
駄
所
散
所
職
井
公
田
畠
名
田
畠
村
在
家
検
断
用
水
以
下
所
務
等
、
悉
於
二
半
分
一
者
、
向
後
為
二
領
家
御
分
一
、
全
下
司
不
レ
可
一
相
縮
一
之
、
至
二
半
分
一
者
永
代
為
二
下
司
分
一
、
領
家
不
塗
有
ご
御
縮
一
之
、
相
互
可
ゾ
為
二
一
円
不
輪
之
地
一
也
　
、
次
自
二
他
領
一
令
二
押
領
一
当
村
内
之
地
在
ヒ
Z
鰍
、
於
二
如
・
此
地
一
者
、
相
互
経
一
王
裁
一
、
随
レ
令
二
落
居
一
可
レ
令
二
相
分
一
之
、
次
於
二
役
夫
工
米
以
下
仏
神
役
等
一
者
、
領
家
御
方
下
司
方
各
々
半
分
宛
可
二
勤
在
一
之
、
次
大
嘗
会
井
御
即
位
奉
幣
河
原
御
祓
以
下
於
二
公
家
役
一
者
、
任
下
被
二
定
置
一
之
法
上
為
二
領
家
御
分
沙
汰
一
不
レ
可
r
懸
二
下
司
方
一
、
次
大
番
井
所
所
警
固
流
人
官
食
早
打
雑
事
以
下
於
二
武
家
役
一
者
、
一
向
為
二
下
司
役
一
全
不
レ
可
レ
奉
レ
懸
二
領
家
御
方
一
、
次
用
水
事
守
二
田
数
｝
両
方
無
二
違
乱
一
可
レ
致
一
其
沙
汰
一
者
也
　
、
　
（
以
下
略
）
　
多
少
長
文
に
亘
り
繁
雑
と
な
っ
た
が
必
要
部
分
を
抜
粋
す
る
と
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
下
司
智
性
と
雑
掌
道
覚
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
和
与
状
は
、
和
佐
荘
三
分
一
下
司
大
伴
実
持
と
道
覚
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
同
一
撃
あ
る
・
ま
た
ど
の
和
与
に
伴
・
て
「
田
畠
等
坪
付
注
文
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
智
性
と
実
持
は
下
村
内
の
異
な
る
地
域
に
下
司
職
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
領
家
方
雑
掌
と
下
司
智
性
と
の
間
の
和
与
は
、
当
村
の
下
司
職
・
夫
駄
所
散
仕
職
以
下
公
田
畠
名
田
畠
村
在
家
の
進
止
権
・
検
断
権
・
用
水
以
下
の
所
務
を
半
分
に
分
ち
、
ま
た
公
家
役
・
武
家
役
に
対
し
て
は
領
家
・
下
司
相
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
進
止
地
に
お
い
て
負
担
責
任
を
負
う
完
全
な
下
地
中
分
の
形
式
が
と
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
下
地
中
分
実
施
の
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
和
与
状
と
同
時
に
「
下
村
田
畠
等
坪
付
注
文
」
が
作
成
さ
れ
、
こ
の
注
文
に
基
い
て
堺
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
中
分
線
が
引
か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
「
坪
付
注
文
」
に
よ
れ
ば
、
下
村
は
本
田
・
畠
田
・
畠
の
三
っ
の
部
分
に
分
類
さ
れ
、
本
来
、
智
性
が
下
司
職
を
有
し
た
所
領
は
三
十
歩
か
ら
二
段
ま
で
五
十
一
筆
・
五
町
五
段
三
百
十
歩
か
ら
な
る
小
規
模
な
耕
地
片
の
集
合
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
個
々
の
農
民
も
散
在
的
に
耕
地
を
保
有
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
下
地
中
分
で
は
農
民
経
営
体
自
体
を
単
位
と
し
て
所
領
を
分
割
し
た
と
は
考
え
難
く
、
ま
さ
に
字
句
通
り
下
地
の
一
円
支
配
を
目
指
し
た
も
の
と
言
え
る
。
　
こ
の
和
与
状
か
ら
知
り
う
る
こ
と
は
、
下
司
の
職
掌
の
一
つ
が
村
内
の
年
貢
徴
収
で
あ
り
、
中
分
の
内
容
か
ら
合
法
的
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
慣
行
と
し
て
下
地
進
止
権
を
有
し
、
検
断
権
・
用
水
以
下
の
所
務
に
携
わ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
下
司
智
性
の
領
主
権
の
在
り
方
は
鎌
倉
時
代
の
所
謂
地
頭
領
主
が
荘
園
・
公
領
で
公
認
で
あ
る
か
、
慣
行
と
し
て
形
成
さ
れ
7
て
き
た
か
は
別
と
し
て
、
事
実
上
、
当
時
の
領
主
的
支
配
の
根
源
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
検
断
権
・
所
務
権
・
勧
農
権
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
こ
の
時
期
の
一
般
的
な
地
頭
（
下
司
）
級
領
主
の
姿
を
体
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
以
上
は
智
性
の
下
司
の
公
的
職
掌
で
あ
る
が
、
給
分
に
つ
い
て
は
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
名
な
備
後
国
太
田
荘
橘
氏
の
場
合
と
構
造
上
は
大
差
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
事
実
の
集
積
と
し
て
個
々
の
農
民
と
の
間
に
形
成
さ
れ
た
収
取
関
係
に
つ
い
て
は
改
め
て
次
節
で
検
討
す
る
が
、
こ
の
和
与
状
に
よ
る
限
り
、
こ
の
時
の
中
分
が
領
家
に
対
す
る
下
司
の
年
貢
末
進
が
そ
の
発
端
と
な
っ
た
こ
と
、
公
家
役
・
武
家
役
と
し
て
領
家
・
下
司
相
方
に
分
た
れ
た
諸
役
が
田
率
賦
課
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
下
地
の
進
止
が
そ
の
主
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
下
司
が
個
々
の
農
民
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
収
取
関
係
を
結
ん
で
い
た
か
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
彼
の
在
地
領
主
と
し
て
の
物
質
的
基
盤
が
何
で
あ
っ
た
か
は
不
明
と
し
て
も
、
そ
の
物
質
的
基
盤
が
本
来
は
こ
の
よ
う
な
形
で
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮒
）
下
地
中
分
に
対
応
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
　
下
司
に
つ
い
て
和
与
状
か
ら
知
れ
る
の
は
以
上
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
公
文
と
雑
掌
と
の
和
与
に
つ
い
て
考
察
し
た
後
、
更
に
、
総
合
的
な
立
場
か
ら
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
四
、
嘉
暦
の
和
与
ー
公
文
の
場
合
ー
下
司
智
性
が
和
与
を
行
っ
て
か
ら
七
日
後
の
嘉
暦
二
年
九
月
十
日
領
家
雑
掌
道
覚
と
公
文
大
伴
実
員
の
間
で
和
与
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
実
員
が
公
文
に
任
じ
ら
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
が
独
立
の
関
東
御
家
人
で
あ
り
、
領
家
と
も
一
族
か
ら
独
立
し
た
負
担
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）
　
今
、
こ
の
時
、
相
方
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
和
与
状
の
要
点
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
　
右
就
二
雑
掌
道
覚
訴
一
及
二
一
問
答
訴
陳
一
之
処
、
雑
掌
則
実
員
年
年
　
　
抑
二
留
御
年
貢
一
、
令
・
押
二
留
下
地
等
乏
間
、
於
二
御
年
貢
者
先
被
二
　
　
糺
返
一
之
、
至
二
下
地
以
下
所
務
一
者
、
為
二
本
所
御
進
止
一
上
者
、
可
レ
　
　
被
二
返
付
一
之
由
訴
ヒ
Z
、
実
員
亦
於
二
年
貢
一
者
、
付
二
下
地
一
有
二
其
沙
　
　
汰
一
者
也
、
公
文
給
田
昌
下
地
之
外
公
田
畠
段
歩
不
二
耕
作
一
之
上
者
、
　
　
不
・
及
二
御
年
貢
沙
沐
者
哉
、
次
下
地
以
下
所
務
箏
、
於
一
当
荘
一
者
　
　
（
中
略
）
、
為
二
御
家
人
領
一
相
二
伝
所
職
田
畠
等
一
也
、
争
為
二
本
所
　
　
御
進
止
一
之
由
、
可
二
掠
申
一
哉
之
旨
陳
レ
之
、
錐
レ
然
為
レ
断
一
向
後
煩
一
　
　
以
二
和
与
之
儀
一
止
二
相
論
一
、
当
村
公
文
条
条
可
レ
致
二
所
務
一
事
、
公
　
　
文
給
田
参
百
弐
拾
歩
内
免
田
壱
段
、
給
畠
小
給
田
上
畠
小
免
畠
壱
　
　
段
鱗
鮒
、
守
・
先
例
複
・
定
置
乏
上
者
、
実
章
水
代
令
・
進
些
　
　
之
、
領
家
不
レ
可
・
有
二
御
縮
一
者
也
、
将
又
百
姓
名
畠
田
加
徴
米
京
上
　
　
夫
節
料
銭
、
夏
秋
田
畠
内
検
之
時
公
文
代
文
料
麦
井
検
断
人
名
役
　
　
以
下
甜
膿
紙
、
任
二
先
例
一
公
文
実
員
可
・
致
二
所
務
一
也
、
領
家
御
方
　
　
不
レ
可
レ
被
レ
致
二
違
乱
一
　
、
次
載
二
注
文
一
公
事
之
外
、
公
文
不
レ
可
F
　
　
致
二
非
法
沙
汰
一
者
也
、
然
則
両
方
無
二
違
乱
可
ゾ
致
二
其
沙
汰
一
也
、
8
在地領主制と公文職
　
　
　
（
以
下
略
）
　
ま
ず
、
こ
の
和
与
状
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
公
文
実
員
が
「
抑
留
御
年
貢
」
と
い
う
雑
掌
道
覚
の
訴
え
に
対
し
て
、
「
於
二
年
貢
一
者
、
付
二
下
地
一
有
二
其
沙
汰
一
者
也
、
公
文
給
田
畠
下
地
之
外
公
田
畠
段
歩
不
二
耕
作
一
之
上
者
、
不
レ
及
二
御
任
貢
沙
汰
一
」
と
反
論
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
下
司
智
性
の
場
合
と
比
較
す
れ
ば
一
層
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
文
は
年
貢
に
関
し
て
は
被
徴
収
身
分
に
相
当
し
、
村
内
の
年
貢
徴
収
に
は
一
切
拘
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
公
文
職
と
い
う
荘
官
職
の
本
来
的
職
掌
は
年
貢
徴
収
以
外
の
所
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
下
地
以
下
所
務
に
対
し
て
は
実
員
は
智
性
と
同
様
に
根
本
開
発
領
主
の
子
孫
と
関
東
御
家
人
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
進
退
権
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
け
っ
き
ょ
く
は
公
文
の
給
分
・
所
務
を
雑
掌
・
公
文
が
相
方
で
確
認
し
、
明
文
化
す
る
こ
と
で
和
与
が
成
立
し
た
。
こ
の
時
の
和
与
に
基
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
和
与
と
同
時
に
作
成
さ
れ
た
の
が
「
下
垣
内
得
王
丸
田
畠
注
文
」
と
「
下
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）
公
文
毎
年
得
分
井
公
事
注
文
」
の
二
通
の
注
文
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
当
村
内
下
垣
内
得
王
丸
名
に
存
在
す
る
公
文
給
田
畠
・
内
免
田
畠
を
確
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
下
村
全
体
に
対
す
る
公
文
の
得
分
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
後
者
は
従
来
か
ら
こ
の
時
期
の
在
地
領
主
制
の
性
格
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
）
示
す
も
の
と
し
て
石
母
田
正
・
永
原
慶
二
氏
等
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
な
ど
著
名
な
史
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
永
原
氏
は
こ
の
史
料
に
関
し
て
「
こ
の
史
料
が
作
成
さ
れ
た
年
、
本
荘
で
は
領
家
側
と
下
司
側
で
激
し
い
相
論
が
戦
わ
れ
て
お
り
、
け
っ
き
ょ
く
、
和
与
中
分
が
行
な
わ
れ
、
　
（
中
略
）
本
文
書
は
そ
の
折
領
家
側
に
帰
属
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
領
家
雑
掌
と
雅
楽
允
実
員
と
の
間
の
紛
争
を
処
理
す
べ
く
．
罷
成
さ
れ
た
注
文
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
和
与
は
下
司
と
雑
掌
と
の
和
与
と
は
別
個
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
事
書
き
に
「
紀
伊
国
和
佐
庄
内
下
村
公
文
毎
年
任
二
旧
例
一
自
二
百
姓
名
公
田
畠
一
所
一
納
取
一
得
分
物
以
下
井
所
二
召
仕
一
公
事
注
文
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
慣
行
と
し
て
公
文
が
下
村
全
体
に
対
し
て
保
持
し
て
い
た
得
分
に
対
し
て
雑
掌
と
公
文
の
両
者
が
確
認
し
合
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
史
料
を
取
り
た
て
て
中
分
に
よ
っ
て
領
家
側
に
帰
属
し
た
部
分
に
り
い
て
の
公
文
得
分
と
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
し
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
和
与
の
意
義
が
正
し
く
理
解
で
き
な
い
と
考
え
稔
　
と
こ
ろ
で
、
「
下
村
公
文
得
分
公
雨
注
文
」
は
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「　　　　　「「「「　　　　「「「「「「
畠
田
加
徴
米
壱
段
別
弐
升
節
料
方
違
銭
段
別
拾
五
文
旦
初
物
米
名
別
弐
升
菜
料
魚
三
隻
番
頭
壱
人
別
瓶
酒
酒
屋
別
騨
升
獺
颯
珊
立
節
供
五
ケ
度
人
名
付
間
人
・
随
要
用
田
人
同
前
田
草
取
同
前
棄
喬
轟
田
苅
随
要
用
網
麻
在
家
別
参
コ
キ
宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「　　　　　「「「「　　　　「「「「「「
下
村
京
上
夫
壱
人
門
麦
名
別
陸
升
三
日
尉
弐
ケ
度
獺
門
麻
在
家
別
弐
頭
餅
売
上
分
壱
折
敷
雑
木
売
折
敷
壱
束
宛
麦
苅
随
要
用
同
牛
尻
取
同
前
麦
蒔
牛
尻
取
同
前
門
コ
エ
在
家
別
騨
束
囎
二
棘
間
人
節
料
薦
壱
枚
宛
神
社
仏
事
祭
例
時
酒
肴
等
9
　
一
、
　
頼
百
姓
壱
人
別
銭
値
文
宛
　
　
一
、
　
夫
番
定
時
免
之
　
｝
、
検
断
得
分
在
之
　
　
　
　
　
　
「
、
　
門
別
藁
二
束
　
こ
の
注
文
を
見
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
二
十
八
項
目
に
わ
鍛
盆
の
得
分
が
和
与
状
に
お
け
る
「
任
・
先
例
蚕
文
実
員
伊
致
・
所
務
こ
条
々
に
相
当
し
、
更
に
ま
た
こ
の
注
文
は
元
徳
三
（
＝
二
「
二
一
）
年
五
月
二
十
二
日
付
で
当
村
公
文
職
を
賢
仁
上
人
に
譲
与
し
た
「
沙
弥
定
宗
（
実
員
）
寄
進
状
評
中
に
あ
る
「
霧
条
条
得
分
物
注
文
壱
通
」
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
公
文
実
員
の
得
分
が
時
に
よ
っ
て
「
所
務
」
と
も
、
ま
た
所
務
と
得
分
が
井
記
さ
れ
て
「
所
務
条
条
得
分
物
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
所
務
」
と
は
一
般
に
法
制
史
の
立
場
か
ら
年
貢
・
課
役
の
微
収
や
そ
れ
に
伴
う
一
切
の
事
務
行
為
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
か
ら
転
じ
て
年
貢
等
を
直
接
指
す
語
に
も
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
義
的
に
は
前
者
の
意
で
あ
っ
て
、
こ
の
所
務
権
は
本
来
国
衙
領
で
は
国
衙
に
、
一
円
荘
で
は
荘
園
領
主
に
附
属
し
た
権
限
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
在
地
領
主
は
国
衙
な
い
し
荘
園
領
主
か
ら
委
任
さ
れ
な
い
限
り
・
そ
の
領
主
権
の
内
容
を
構
成
し
え
な
い
の
で
あ
塗
こ
の
点
か
ら
下
村
公
文
実
員
の
得
分
が
所
務
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
は
荘
園
領
主
か
ら
委
任
さ
れ
、
公
文
職
の
職
掌
を
構
成
し
て
い
た
所
務
権
が
、
在
地
領
主
支
配
の
強
化
と
と
も
に
公
文
の
得
分
（
職
の
得
分
化
）
と
し
て
容
認
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
「
公
文
毎
年
得
分
井
公
事
注
文
」
に
記
さ
れ
た
二
十
八
項
目
の
所
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）
・
得
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
石
母
田
氏
の
詳
細
な
分
析
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
「
畠
田
加
微
米
」
・
「
節
料
」
の
よ
う
な
田
率
収
取
物
二
項
目
、
賦
課
対
象
の
不
明
な
も
の
を
除
け
ば
、
主
要
な
賦
課
対
象
が
百
姓
名
と
在
家
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
下
村
京
上
夫
を
除
け
ば
麦
苅
・
田
人
・
牛
尻
取
・
田
草
取
・
麦
蒔
牛
尻
取
・
春
米
・
田
苅
の
ご
と
く
倍
役
労
働
が
農
業
労
働
を
中
心
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
領
主
が
直
営
田
を
も
ち
、
そ
の
経
営
の
た
め
に
大
量
の
農
民
労
働
力
を
駆
使
し
た
事
実
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
石
母
田
氏
の
説
明
自
体
に
今
は
異
論
は
な
い
が
、
よ
り
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
前
の
田
率
収
取
二
項
目
を
除
け
ば
、
他
の
賦
課
物
は
、
名
別
で
あ
れ
、
在
家
別
で
あ
れ
、
ま
た
現
物
収
取
で
あ
っ
て
も
、
恣
意
的
な
領
主
的
収
奪
で
あ
る
「
随
二
要
用
一
」
と
い
っ
た
体
の
夫
役
徴
収
で
も
、
全
て
の
賦
課
物
が
本
来
雑
公
事
に
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
公
文
実
員
の
得
分
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
問
題
か
ら
言
い
換
え
れ
ば
、
本
来
は
公
文
の
所
務
で
あ
っ
た
も
の
と
得
分
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
時
点
で
は
事
実
上
得
分
と
し
て
同
一
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
注
文
に
記
さ
れ
た
諸
項
目
の
一
部
は
本
来
は
公
文
の
所
務
権
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
公
文
は
本
来
は
雑
公
事
収
取
を
そ
の
職
掌
と
し
、
そ
れ
が
慣
習
的
に
得
分
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
下
司
智
性
の
場
合
と
比
較
す
る
と
如
何
な
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
下
司
は
前
述
の
よ
う
に
公
田
畠
名
田
畠
村
在
家
な
ど
の
進
止
権
を
和
与
中
分
に
よ
っ
て
合
法
的
に
獲
得
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
の
和
与
が
領
家
側
の
年
貢
徴
収
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
下
村
は
小
規
模
な
耕
地
片
か
10
在地領主制と公文職
か
ら
な
り
農
民
経
営
も
必
然
的
に
散
在
的
た
ら
ざ
る
を
え
ず
、
下
地
そ
の
も
の
の
中
分
が
そ
の
眼
目
で
あ
り
、
個
々
の
農
民
経
営
体
は
中
分
の
際
に
は
度
外
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
文
は
農
民
経
営
の
実
体
に
近
い
百
姓
名
・
在
家
を
単
位
と
す
る
雑
公
事
収
取
を
主
軸
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
石
母
田
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
↓
賦
課
単
位
の
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
百
姓
名
か
在
家
を
単
位
と
し
て
収
取
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
推
し
て
も
公
文
と
雑
掌
の
和
与
が
、
下
司
と
雑
掌
の
下
地
中
分
と
は
別
個
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
永
原
慶
二
氏
は
、
こ
の
「
注
文
」
の
分
析
か
ら
鎌
倉
時
代
在
地
領
主
制
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）
恣
意
的
専
制
的
な
性
格
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
公
文
実
員
の
収
取
内
容
か
ら
だ
け
で
一
概
に
こ
の
時
期
の
一
般
的
在
地
領
主
の
姿
と
す
る
こ
と
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
下
司
智
性
と
の
比
較
で
明
ら
か
な
よ
う
に
同
じ
根
本
領
主
で
あ
っ
て
も
そ
の
領
主
制
実
現
の
根
拠
を
全
く
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
注
文
に
記
さ
れ
た
諸
項
目
は
本
来
は
公
文
職
自
体
に
付
随
す
る
所
務
の
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
が
慣
行
的
に
得
分
化
し
明
文
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
諸
賦
課
物
は
こ
の
時
期
の
領
主
制
の
個
有
の
歴
史
的
性
格
を
直
接
に
表
現
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
公
文
実
員
の
領
主
制
は
、
公
文
職
と
い
う
荘
園
制
的
職
体
系
の
中
の
｝
つ
の
職
掌
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
領
主
制
の
表
現
形
態
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
、
公
文
職
に
つ
い
て
　
十
一
世
紀
以
後
の
院
政
期
を
通
じ
て
成
立
し
て
き
た
荘
園
制
社
会
は
内
部
に
領
主
制
を
包
含
し
つ
つ
、
そ
の
両
者
の
不
可
分
の
関
係
に
お
い
て
中
世
の
権
力
体
系
を
構
成
し
て
い
た
。
一
方
、
こ
の
権
力
体
系
の
対
極
に
あ
る
農
民
層
は
荘
園
領
主
・
在
地
領
主
の
支
配
に
対
す
る
闘
争
の
基
盤
と
し
て
生
産
手
段
の
共
有
に
基
く
村
落
共
同
体
を
形
成
し
、
こ
れ
ら
権
力
に
対
峙
し
て
い
た
　
　
　
　
　
（
5
1
）
と
考
え
ら
れ
る
。
現
段
階
の
諸
研
究
は
中
世
社
会
を
構
成
す
る
荘
園
制
・
領
主
制
・
村
落
共
同
体
各
々
の
構
造
と
こ
の
三
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
中
世
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
求
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
中
か
ら
、
従
来
の
「
在
地
領
主
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
概
念
規
定
と
そ
れ
に
伴
っ
て
指
摘
さ
れ
た
類
例
に
対
し
て
疑
問
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ら
、
従
来
「
在
地
領
主
」
の
典
型
と
い
わ
れ
て
き
た
地
頭
領
主
層
は
中
世
社
会
形
成
の
原
動
力
と
な
る
村
落
共
同
体
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
「
彼
ら
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
土
着
貴
族
に
出
自
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
通
常
、
そ
の
支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）
配
は
中
世
の
村
落
を
は
る
か
に
こ
え
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
在
で
は
「
村
落
領
主
」
と
称
さ
れ
、
常
に
村
落
共
同
体
の
中
か
ら
胚
胎
さ
れ
て
、
自
ら
村
落
に
お
け
る
共
同
諸
機
能
を
体
現
す
る
と
こ
ろ
の
階
層
を
設
定
し
て
、
在
地
領
主
阯
地
頭
領
主
層
は
こ
の
村
落
領
主
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
村
落
支
配
1
1
領
域
支
配
を
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
現
さ
せ
て
い
た
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
を
も
つ
と
さ
れ
る
村
落
領
主
は
「
萌
芽
と
し
て
の
領
主
制
、
す
な
わ
ち
領
主
制
支
配
の
最
小
の
単
位
で
あ
り
、
荘
園
制
社
会
に
あ
っ
て
は
封
建
領
主
制
を
た
え
ず
下
か
ら
再
生
産
し
つ
づ
け
た
存
在
だ
っ
ll
（
騒
）
た
」
の
で
あ
り
、
荘
園
制
的
職
体
系
の
中
に
あ
っ
て
は
公
文
以
下
の
中
下
級
荘
官
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
階
層
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
荘
園
領
主
と
地
頭
領
主
と
の
相
論
の
過
程
で
、
公
文
職
の
進
退
権
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
例
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
例
え
ば
、
若
狭
国
太
良
荘
に
お
け
る
領
家
東
寺
と
地
頭
若
狭
　
　
　
　
（
5
5
）
氏
。
相
論
、
醍
醐
寺
領
越
中
国
石
黒
荘
。
鎧
覇
が
泓
鍍
三
（
一
三
ハ
ニ
v
年
に
相
論
の
結
果
公
文
職
の
進
退
権
を
認
め
ら
れ
た
事
な
ど
、
こ
の
他
地
頭
が
公
文
職
を
兼
帯
し
た
例
を
も
提
示
す
る
な
ら
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
推
し
て
も
在
地
領
主
制
発
展
過
程
に
お
い
て
公
文
職
進
退
権
阜
握
が
如
何
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
疑
い
え
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
従
来
の
村
落
史
研
、
究
の
視
角
が
公
文
に
向
け
ら
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
中
世
村
落
に
胚
胎
す
る
と
こ
ろ
の
村
落
領
主
の
歴
史
的
性
格
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
　
し
か
し
な
が
ら
、
今
そ
れ
ら
の
研
究
に
接
す
る
時
疑
問
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
従
来
の
研
究
で
は
村
落
領
主
の
歴
史
的
性
格
の
分
析
に
主
眼
が
置
か
れ
、
村
落
領
主
が
多
く
公
文
職
に
任
じ
ら
れ
る
意
味
が
曖
昧
に
付
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
本
稿
で
考
察
の
対
象
に
し
た
和
佐
荘
下
村
公
文
大
伴
実
員
は
そ
の
出
自
・
関
東
御
家
人
で
あ
る
地
位
等
か
ら
考
え
て
も
明
ら
か
に
地
頭
的
領
主
に
属
す
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
我
々
は
多
く
公
文
職
進
退
権
を
獲
得
し
た
地
頭
領
主
が
一
族
・
家
人
等
を
補
任
す
る
例
を
散
見
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
彼
ら
は
公
文
で
あ
っ
て
も
、
直
ち
に
村
落
領
主
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
荘
官
と
し
て
の
公
文
職
の
職
掌
の
中
に
在
地
領
主
制
進
展
に
重
要
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
村
落
領
主
と
は
彼
ら
自
身
の
中
に
も
つ
個
有
の
歴
史
的
性
格
で
あ
っ
て
、
荘
園
制
的
職
体
系
の
中
に
彼
ら
が
組
織
さ
れ
る
時
、
事
実
の
集
積
と
し
て
彼
ら
が
在
地
に
保
持
し
て
き
た
種
々
の
権
利
に
対
し
て
一
定
の
規
制
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
公
的
な
場
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
公
文
職
と
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
村
落
領
主
は
公
文
た
り
得
て
も
、
公
文
が
村
落
領
主
で
あ
る
と
い
う
論
理
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
鎌
倉
中
期
以
降
し
ば
し
は
荘
園
領
主
と
地
頭
と
の
相
論
に
お
い
て
公
文
職
進
退
権
の
取
り
上
げ
ら
れ
る
例
を
見
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
公
文
職
の
進
退
権
を
争
う
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
常
に
こ
の
公
文
職
の
職
掌
に
つ
い
て
ま
ず
分
析
す
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
史
料
的
に
も
制
約
が
あ
り
、
そ
の
分
析
は
困
難
を
伴
う
作
業
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
欠
い
て
は
領
主
制
の
発
展
に
対
し
て
正
し
い
認
識
を
う
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
従
来
で
は
、
河
音
能
平
氏
が
備
後
国
太
田
荘
の
公
文
の
得
分
の
分
析
か
ら
、
公
文
を
小
「
在
地
領
主
」
と
規
定
さ
れ
「
村
公
文
職
は
郡
司
職
あ
る
い
は
地
頭
職
の
一
つ
の
分
掌
形
態
」
　
　
　
　
　
　
　
命
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
数
少
い
「
公
文
職
」
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
が
、
こ
の
河
音
説
は
公
文
の
得
分
の
面
か
ら
見
た
見
解
で
あ
っ
て
、
公
文
職
個
有
の
職
掌
を
解
明
さ
れ
た
の
で
な
い
点
に
問
題
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。　
と
こ
ろ
で
、
個
々
の
荘
園
に
お
い
て
、
各
々
の
領
主
が
慣
習
的
に
獲
得
し
て
き
た
諸
権
利
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
情
況
に
よ
っ
て
異
る
が
、
し
か
し
12
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一
段
、
職
の
体
系
の
中
に
組
織
さ
れ
る
時
、
そ
こ
に
は
あ
る
普
編
的
要
素
が
付
け
加
わ
る
と
考
え
る
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
分
析
し
た
大
伴
氏
領
主
制
の
在
り
方
は
そ
の
点
を
考
察
す
る
一
つ
の
手
掛
り
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
当
荘
に
お
い
て
も
、
一
般
の
荘
園
の
場
合
と
同
様
に
荘
園
制
そ
の
も
の
の
衰
退
に
伴
っ
て
、
慣
行
的
に
公
文
職
自
体
が
傳
分
権
化
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
主
と
し
て
百
姓
名
・
在
家
を
単
位
ど
す
る
雑
公
事
収
取
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
え
た
。
更
に
、
こ
の
得
分
ば
本
来
の
公
文
職
の
所
務
と
得
分
が
併
さ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
、
公
文
職
の
，
職
掌
の
一
つ
が
雑
公
事
収
取
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
雑
公
事
収
取
が
十
一
世
紀
以
後
、
主
と
し
て
名
・
在
家
を
単
位
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
在
家
役
収
取
が
全
く
新
し
い
領
域
的
支
配
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点
を
理
解
し
て
こ
そ
、
初
め
て
公
文
職
が
「
在
地
領
主
」
支
配
に
対
し
て
領
域
的
支
配
を
合
法
的
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思
う
。
ま
た
、
村
落
領
主
が
多
く
公
文
職
に
任
じ
ら
れ
る
意
味
も
、
更
に
領
家
と
地
頭
の
相
論
に
お
い
て
公
文
職
進
退
権
が
問
題
と
な
る
こ
と
も
あ
る
程
度
説
明
が
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
か
ら
大
伴
氏
領
主
制
を
見
た
場
合
、
下
司
と
公
文
は
相
互
に
補
完
的
関
係
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
完
結
し
た
領
主
支
配
を
実
現
し
え
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
結
証口口
本
稿
で
分
析
し
た
和
佐
荘
に
お
け
る
在
地
領
主
制
の
在
り
方
が
、
ど
の
程
度
普
遍
化
し
う
る
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
研
究
が
中
世
の
社
会
構
造
の
解
明
に
主
眼
を
置
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
方
に
お
い
て
社
会
体
制
そ
の
も
の
が
公
的
な
も
の
に
転
化
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
、
す
な
わ
ち
制
度
的
な
立
場
か
ら
の
分
析
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
荘
官
に
つ
い
て
は
、
地
頭
職
の
研
究
を
除
け
ば
、
他
は
ほ
と
ん
ど
顧
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
主
体
と
し
て
の
領
主
制
に
転
化
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
荘
官
職
を
進
退
す
る
こ
と
は
、
個
々
の
人
間
の
支
配
は
あ
く
ま
で
も
間
接
的
行
為
で
あ
っ
て
、
一
義
的
に
は
職
掌
を
掌
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
荘
官
職
自
体
の
分
析
は
急
務
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
　
本
稿
に
お
け
る
分
析
は
末
だ
不
完
全
を
極
め
る
が
、
一
つ
に
は
和
佐
荘
に
　
1
3
関
す
る
体
系
的
研
究
の
前
提
作
業
と
し
て
、
二
つ
に
は
公
文
職
を
中
心
と
し
た
在
地
領
主
制
の
構
造
上
の
問
題
に
対
す
る
試
論
と
し
て
の
意
識
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
結
び
に
か
え
る
。
　
な
お
、
和
佐
荘
に
お
い
て
は
、
嘉
暦
の
和
与
か
ら
三
年
後
の
元
徳
二
（
一
三
二
七
）
年
橘
寺
住
持
法
空
は
和
与
に
よ
っ
て
期
待
し
た
料
所
復
活
も
空
し
く
「
料
所
為
二
地
下
一
鼓
一
濫
妨
乏
上
者
、
依
レ
無
二
洞
塵
之
土
貢
、
不
レ
及
二
堂
字
之
建
立
一
」
と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
遂
に
、
「
適
住
二
．
干
和
佐
荘
内
一
、
被
レ
遂
二
接
待
大
営
一
之
条
、
且
随
喜
不
レ
浅
、
且
便
宜
可
レ
然
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
僧
恵
頸
に
そ
の
名
跡
と
料
所
を
譲
り
、
　
「
建
二
立
一
堂
於
料
所
内
官
馨
可
鯨
・
奉
・
訪
後
鳥
羽
法
舞
本
願
大
宮
局
以
下
御
菩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
薗
田
氏
の
言
葉
を
借
り
提
一
」
と
伝
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
伴
氏
）
れ
ば
「
嘉
暦
二
年
の
和
与
状
が
、
か
れ
ら
の
経
済
的
権
益
の
確
立
を
し
る
し
づ
け
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
歓
喜
寺
の
和
佐
荘
移
転
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
か
れ
ら
の
文
化
的
精
神
的
独
立
の
記
念
碑
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
補
註（－
）
　
歓
喜
寺
文
書
群
に
つ
，
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
、
宮
田
啓
二
氏
が
「
和
歌
．
　
山
市
禰
宜
歓
喜
寺
文
書
」
と
題
し
て
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
不
本
　
意
な
が
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、
筆
者
の
怠
慢
で
あ
り
　
深
く
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
2
）
　
な
お
、
当
文
書
集
で
は
重
複
す
る
も
の
、
明
ら
か
な
偽
文
書
を
除
い
た
一
　
六
五
通
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
一
六
五
通
を
内
容
的
に
歓
窟
寺
関
係
と
、
後
に
　
歓
喜
寺
は
和
佐
荘
内
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
和
佐
荘
歓
喜
寺
の
前
　
身
に
当
る
薬
徳
寺
関
係
に
分
類
整
理
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
当
寺
所
蔵
関
係
　
文
書
は
全
て
当
文
書
集
に
従
い
、
そ
の
番
号
に
よ
つ
て
註
記
す
る
。
（
3
）
　
石
母
田
氏
・
『
古
代
末
期
政
治
史
序
説
』
。
　
永
原
慶
二
氏
・
「
中
世
農
民
の
存
在
形
態
と
そ
の
推
移
」
（
『
日
本
封
建
制
成
　
立
過
程
の
研
究
』
第
H
部
第
四
）
。
（
4
）
　
従
来
、
当
寺
文
書
を
扱
っ
た
研
究
は
、
和
佐
荘
が
地
理
的
に
熊
野
街
道
筋
　
に
存
在
し
た
関
係
か
ら
、
当
荘
内
に
存
し
た
村
落
寺
院
で
あ
り
歓
喜
寺
の
前
身
　
に
あ
た
る
薬
徳
寺
の
住
侶
空
観
・
恵
顛
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
熊
野
参
詣
者
に
　
対
す
る
接
待
事
業
関
係
の
史
料
が
多
く
、
そ
の
点
に
注
目
し
た
も
の
が
多
い
。
　
宮
崎
円
遵
氏
「
中
世
寺
院
の
接
待
所
に
つ
い
て
1
紀
伊
国
歓
喜
寺
（
薬
徳
寺
）
　
を
中
心
と
し
て
」
（
龍
谷
大
学
論
集
三
七
九
号
）
。
（
5
）
　
「
当
文
書
集
」
巻
末
所
収
。
（
6
）
　
歓
喜
寺
文
書
・
附
（
7
）
　
歓
冨
寺
文
書
二
・
三
号
。
（
8
）
　
奨
子
内
親
王
、
父
後
宇
多
天
皇
、
母
藤
原
忠
子
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
年
院
号
宣
下
、
貞
和
四
（
＝
二
四
八
）
年
没
。
（
9
）
（
⑩
）
（
1
1
）
（
珍
）
（
1
3
）正
応
三
年
六
月
十
四
日
付
「
四
辻
宮
令
旨
案
」
元
応
元
（
一
三
一
九
）
歓
喜
寺
文
書
一
号
。
同
右
凱
五
号
、
弘
安
六
年
八
月
四
日
付
「
亀
山
院
々
宣
案
」
。
同
右
・
二
十
八
号
。
同
右
・
三
十
一
号
。
同
右
゜
九
号
、
正
応
二
年
十
月
廿
四
日
付
「
深
草
院
々
宣
案
」
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
同
十
号
（
1
4
）
　
同
右
・
十
三
号
。
（
1
5
）
　
同
右
・
一
号
。
及
び
薗
田
氏
解
説
参
照
。
（
⑯
）
　
「
平
安
遺
文
」
二
六
五
六
号
。
（
1
7
）
　
寄
進
　
所
領
壱
所
事
　
　
在
紀
伊
国
名
草
郡
内
和
佐
上
下
郷
　
　
合
田
畠
山
野
弐
百
余
町
内
　
　
田
昌
百
余
町
・
山
野
百
余
町
　
　
　
　
限
東
郡
賀
郡
金
峰
山
御
庄
小
倉
堺
　
　
　
　
限
南
伝
法
院
庄
堺
和
佐
堺
峰
　
四
至
　
　
　
　
限
西
熊
野
神
領
湯
橋
堺
　
　
　
　
限
北
国
領
永
穂
井
布
施
屋
堺
　
　
委
細
庄
・
堺
ハ
在
本
券
也
　
　
嘉
禄
三
年
八
月
十
八
日
下
司
左
馬
允
藤
原
在
判
　
　
　
　
　
　
（
『
鎌
倉
遺
文
』
三
六
五
一
号
）
。
（
B
）
　
歓
喜
寺
文
書
・
三
十
七
号
、
嘉
暦
二
年
九
月
三
日
付
「
和
佐
荘
雑
掌
道
覚
　
　
・
下
司
智
性
連
署
和
与
状
」
。
同
三
十
九
号
、
同
年
九
月
十
日
付
「
雑
掌
道
覚
　
　
・
公
文
実
員
連
署
和
与
状
」
。
同
四
十
二
号
、
前
同
付
「
雑
掌
道
覚
・
下
司
実
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持
連
署
和
与
状
」
。
（
1
9
）
　
薬
徳
寺
文
書
・
二
十
七
号
。
（
2
0
）
　
な
お
、
永
原
慶
二
氏
は
当
荘
の
規
模
を
二
百
余
町
と
さ
れ
て
い
る
（
前
註
　
　
（
3
）
）
が
、
こ
の
説
は
当
文
書
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
荘
の
規
模
は
信
　
頼
し
う
る
現
存
史
料
か
ら
は
再
現
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
（
2
1
）
　
薗
田
氏
解
説
部
（
註
（
5
）
）
。
（
2
2
）
　
註
（
6
）
。
（
2
3
）
　
歓
轡
寺
文
書
・
十
三
号
、
正
応
三
年
十
月
五
日
付
「
大
伴
重
実
請
文
」
。
　
同
十
四
号
、
同
年
十
月
六
日
付
「
木
工
権
助
範
実
請
文
」
。
（　　　（
30　29
）　　　）
　　　　A　　　　　　　　　　　　
28　　27　　26　　25　　24
）　　　）　　　）　　　）　　　）書
等
紛
失
状
」
薬
徳
寺
文
書
・
二
号
。
註
（
1
8
）
。
薬
徳
寺
文
書
・
三
号
。
同
右
・
九
・
十
・
十
「
号
。
同
右
・
八
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
九
・
三
十
号
。
歓
喜
寺
文
書
・
二
十
六
号
。
な
お
、
こ
の
点
、
薗
田
氏
「
解
説
部
」
参
照
。
同
右
。
二
十
八
号
、
嘉
元
々
年
十
月
日
付
「
歓
喜
寺
領
和
佐
下
村
南
村
文
　
　
　
　
O
（
3
1
）
　
同
右
・
三
十
四
号
。
（
詑
）
　
同
右
・
一
号
。
（
詔
）
　
註
（
B
）
。
（
鈎
）
　
註
（
お
）
、
三
十
七
号
。
（
3
5
）
　
同
右
・
四
十
二
号
。
（
3
6
）
　
歓
喜
寺
文
書
・
三
十
八
号
。
（
訂
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
嶋
田
次
郎
氏
「
在
地
領
主
制
の
展
開
と
鎌
倉
幕
府
　
法
」
（
稲
垣
・
永
原
氏
編
『
中
世
の
社
会
と
経
済
』
所
収
）
二
三
八
頁
以
下
参
　
考
。
（
3
8
）
　
河
音
能
平
氏
「
平
安
末
期
の
在
地
領
主
制
に
っ
い
て
」
（
『
中
世
封
建
制
　
成
立
史
論
』
）
。
（
3
9
）
　
下
地
中
分
に
関
し
て
は
安
田
元
久
氏
等
の
研
究
が
あ
る
が
（
安
田
氏
「
下
　
地
中
分
論
」
・
『
地
頭
及
地
頭
領
主
制
の
研
究
』
所
収
）
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
　
果
の
中
で
当
壮
の
下
地
中
分
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
　
関
し
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
（
ω
）
　
註
（
1
8
）
　
・
三
十
九
号
。
（
4
1
）
　
歓
喜
寺
文
書
・
四
十
号
。
（
4
2
）
　
同
右
。
四
十
一
号
。
（
4
3
）
　
註
（
3
）
。
（
嘱
）
　
永
原
氏
註
（
3
）
論
文
・
一
九
四
頁
。
（
4
5
）
　
こ
の
点
、
石
母
田
正
氏
も
「
紀
伊
国
和
佐
荘
の
公
文
は
、
開
発
領
主
と
し
　
て
在
地
民
に
た
い
す
る
あ
れ
ほ
ど
の
権
力
を
確
立
し
て
い
な
が
ら
、
結
局
は
下
　
地
を
中
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
」
（
註
（
3
）
著
書
・
四
三
九
頁
）
と
　
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
正
確
に
史
料
を
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
（
4
6
）
　
註
（
1
8
）
　
・
三
十
九
号
。
（
4
7
）
　
歓
喜
寺
文
書
・
四
十
七
号
。
（
娼
）
　
註
（
3
7
）
　
・
嶋
田
氏
論
文
参
考
。
（
4
9
）
　
註
（
3
）
　
・
石
母
田
氏
著
書
・
一
五
一
頁
。
（
5
0
）
　
註
（
4
4
）
。
（
5
1
）
　
大
山
喬
平
氏
「
荘
園
制
と
領
主
制
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
　
編
『
講
座
日
本
史
』
二
）
参
照
。
（
5
2
）
　
同
右
・
七
十
九
頁
。
（
5
3
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
山
氏
註
（
5
1
）
論
文
の
他
、
鈴
木
国
弘
「
『
職
　
』
の
権
力
体
系
と
村
落
領
主
の
歴
史
的
位
置
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
九
七
二
　
年
度
別
冊
）
。
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な
お
、
五
味
文
彦
氏
は
従
来
の
在
地
領
主
・
村
落
領
主
の
区
別
を
新
た
に
「
下
　
司
級
領
主
」
・
「
公
文
級
領
主
」
と
分
け
な
お
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
　
ら
、
こ
の
区
分
は
彼
ら
の
社
会
的
存
在
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
形
態
　
た
る
下
司
職
・
公
文
職
の
も
つ
個
有
の
歴
史
的
意
義
を
分
析
さ
れ
て
い
な
い
点
　
に
い
ま
だ
不
分
明
さ
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
（
「
守
護
地
頭
制
の
展
開
　
と
武
士
団
」
・
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
5
』
所
収
）
。
（
5
4
）
　
註
（
5
1
）
　
・
九
十
二
頁
。
（
5
5
）
　
「
鎌
倉
遺
文
」
六
八
九
三
号
、
東
寺
百
合
文
書
工
、
宝
治
元
年
十
月
二
十
　
九
日
付
「
関
東
下
知
状
案
」
。
（
5
6
）
　
「
鎌
倉
遺
文
」
八
七
七
五
号
、
尊
経
閣
所
蔵
文
欝
、
弘
長
二
年
三
月
一
日
　
付
「
関
東
下
知
状
」
。
（
5
7
）
　
註
（
認
）
。
（
5
8
）
　
歓
喜
寺
文
得
・
四
十
四
号
。
（
5
9
）
　
薗
田
氏
「
解
説
部
」
。
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